
概

　 □ Ｄ　

宮西達也

施

氏による絵本の読み聞

策

かせは、宮西氏のスケ

名

ジュールの都合により

文

、対象を14小学校か

化

ら、6小学校の
□ 計

芸

画どおり   
令和　

術

５年度 特別支援学級と

基

青少年相談室へ計画変

本

更し実施した。「ＳＰ

目

ＡＣおはなし劇場」は

標

、市内幼稚園・保育園

未

4園で
■ 遅延   

来

      
の評価 上

に

演し、創造力を育む機

つ

会を提供できた。「み

な

しまの文化百花繚乱」

ぐ

「みしまの文化応援プ

人

ロジェクト」におい
□

材

 進展なし     

を

て、文化情報の収集・

育

提供を積極的に行った

む

。
■ 維持　□ 拡大

ま

市民の文化活動を周知

ち

するとともに、市民が

要

文化芸術に触れる、参

施

画する機会を提供する

策

ため、ＳＮＳなどを活

の

事業区分 □ 自治事務

目

   □ 法定受託 

的

  □ その他
今後の

文

方向性 □ 縮小　□ 

化

改善 用し文化情報の発

芸

信を行う。クリエイテ

術

ィブワークショップは

を

、保育園、幼稚園、学

通

校が求めているワーク

じ

ショ
（改善措置等）□

て

 休止　□ 終了 ップ

、

の形をできる限り反映

市

できるよう運営する。

民

なお、クリエイティブ

が

シティ推進事業の一部

将

事業については、
計画

来

対象 □ 実施計画査定

に

対象  □ 行政改革

わ

対象 
□ 廃止　　　

た

　 令和6年度から絵

り

本のまち三島推進事業

郷

として実施していく。

土

※決算額については、

に

端数処理により、他資

誇

料の決算額と差異が生

り

じている場合もありま

と

す。

愛着をもち、豊かな市

No. 事

民

務事業名 活動内容 コス

生

ト（事業費：千円）

文

活

芸三島発行事業 令和　

と

４年度 令和　５年度 令

活

和　５年度 令和　６年

力

度 令和　４年度 令和　

に

５年度 令和　５年度 令

満

和　６年度
活動指標名

ち

単位
実績 計画 実績 計画

た

決算 当初予算 決算 当初

地

予算
全体事業概要

①
文

域

芸三島の発行 回 1 1 1

社

1
市民から文芸作品を

会

募集し、文芸創作活動

を

の発表の場
とするとと

実

もに、市民の文芸活動

現

の鑑賞機会を提供す 1

す

,047 1,070 8

る

39 998
る。

②
文芸

こ

三島の応募点数 点 15

と

0 160 344 160

。

令和　７年度の優先度

施

③2 　□ Ａ　　　 

策

□ Ｂ　　　 □ Ｃ

の

　　　 □ Ｄ　

応募

方

点数については、編集

向

委員が高校訪問を行っ

市

たことにより、高校生

民

の応募が増え、計画を

が

かなり上回る応募
□ 

文

計画どおり   
令和

化

　５年度 があり、市民

芸

の文芸創作活動の発表

術

の機会提供及び活動の

に

普及を図ることができ

ふ

た。
□ 遅延    

れ

     
の評価

■ 

る

進展なし     

□

、

 維持　□ 拡大 高校

参

生以外の応募者の高齢

画

化・固定化により、自

す

発的に文芸三島に応募

る

する者が減少してきて

機

いる。また、手書
事業

会

区分 □ 自治事務  

の

 □ 法定受託   

拡

□ その他
今後の方向

充

性 □ 縮小　■ 改善

ク

き原稿による応募が多

リ

く、印刷製本費がかさ

エ

むとともに校正の労力

イ

も大きい。販売数の減

テ

少もあることから、冊

ィ

（改善措置等）□ 休

ブ

止　□ 終了 子での発

シ

行から電子データによ

テ

る発行などを含めて検

ィ

討していく。
計画対象

推

□ 実施計画査定対象

進

  □ 行政改革対象

事

 
□ 廃止　　　　 

業、文芸三島発行事業、三島市美術展開催事業と計画どおり実施し、市民が文化芸術に触れる、参画する機会を提供できた。
■ 計画どおり   

令和　５年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 次代を担う子どもが、幼いころから芸術をはじめとする質の高い様々な文化に親しみ、感性を磨き、創造性や想像力、コミュニケーション能力を育むことができる事業

今後の方向性 □ 拡大　　　　 を実施する。

（改善措置等） □ 縮小　　　　 また、だれもが身近な場所で文化に出会うことができる機会や、これまで文化に親しむ機会の少なかった人も文化を気軽に楽しめる機会を提供していく。
□ 改善　　　　 

1 頁

令和 5年度　　

No

事

. 事務事業名 活動内容

務

コスト（事業費：千円

事

）

クリエイティブシテ

業

ィ推進事業 令和　４年

評

度 令和　５年度 令和　

価

５年度 令和　６年度 令

表

和　４年度 令和　５年

（

度 令和　５年度 令和　

個

６年度
活動指標名 単位

票

実績 計画 実績 計画 決算

）

当初予算 決算 当初予算

課

全体事業概要
①

文化的

名

環境の満足率 ％ 46.

産

3 51 47.5 52
三

業

島市文化振興基本計画

文

における後期5カ年の

化

重点プ
ロジェクトに基

部

づき、市民が自主的・

文

自発的に行う文 2,1

化

66 2,455 2,2

振

71 1,871
化活動

興

が盛んとなるよう、啓

課

発・支援する仕組みの

作

構
②

クリエイティブワ

成

ークシ 人 5,471 1

日

0,500 7,720

令

14,000
築や、学

和

校地域等と連携して、

　

子ども達の創造性や想

６

ョップの中学生以下の

年

参
像力、コミュニケー

　

ション能力を育むクリ

８

エイティブ 加者数(累

月

計） 令和　７年度の優

　

先度
教育を行う。

③1

１

　□ Ａ　　　 □ 

日

Ｂ　　　 □ Ｃ　　



概

　□ 拡大 令和4年度

施

までは実行委員会の主

策

催として実施していた

名

が、高齢化により解散

文

に至ったため、令和5

化

年度より市の
事業区分

芸

□ 自治事務   □

術

 法定受託   □ 

基

その他
今後の方向性 □

本

 縮小　□ 改善 主催

目

として実施した。今後

標

は新たな担い手を探す

未

べく、引き続きボラン

来

ティアスタッフを募集

に

するなど、市民を
（改

つ

善措置等）□ 休止　

な

□ 終了 運営に巻き込

ぐ

みながら進めていく。

人

計画対象 □ 実施計画

材

査定対象  □ 行政

を

改革対象 
□ 廃止　

育

　　　 

※決算額につ

む

いては、端数処理によ

ま

り、他資料の決算額と

ち

差異が生じている場合

要

もあります。

施策の目的 文化芸術を通じて、市民が将来にわたり郷土に誇りと愛着をもち、豊かな市民生活と活力に満ちた地域社会を実現すること。

施策の方向 市民が文化芸術にふれる、参画する機会の拡充

クリエイティブシティ推進事業、文芸三島発行事業、三島市美術展開催事業と計画どおり実施し、市民が文化芸術に触れる、参画する機会を提供できた。
■ 計画どおり   

令和　５年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 次代を担う子どもが、幼いころから芸術をはじめとする質の高い様々な文化に親しみ、感性を磨き、創造性や想像力、コミュニケーション能力を育むことができる事業

今後の方向性 □ 拡大　　　　 を実施する。

（改善措置等） □ 縮小　　　　 また、だれもが身近な場所で文化に出会うことができる機会や、これまで文化に親しむ機会の少なかった人も文化を気軽に楽しめる機会を提供していく。
□ 改善　　　　 

2 頁

令和 5年度　　

No

事

. 事務事業名 活動内容

務

コスト（事業費：千円

事

）

三島市美術展開催事

業

業 令和　４年度 令和　

評

５年度 令和　５年度 令

価

和　６年度 令和　４年

表

度 令和　５年度 令和　

（

５年度 令和　６年度
活

個

動指標名 単位
実績 計画

票

実績 計画 決算 当初予算

）

決算 当初予算
全体事業

課

概要
①

三島市美術展の

名

実施 回 1 1 1
三島市内

産

及び近隣市町で美術を

業

愛好する人々の作品発

文

表の場、また、市民の

化

美術作品鑑賞機会の場

部

とし、こ 0 1,097

文

991 1,152
れを

化

通じて美術創作活動及

振

び鑑賞の奨励と地域文

興

化の
②

作品応募点数 点

課

190 203 190
向

作

上を支援する。

令和　

成

７年度の優先度

③3 　

日

□ Ａ　　　 □ Ｂ

令

　　　 □ Ｃ　　　

和

 □ Ｄ　

応募点数に

　

ついては、計画よりも

６

やや多く、市民の美術

年

作品発表及び観賞の機

　

会を提供することがで

８

きた。
■ 計画どおり

月

   
令和　５年度

□

　

 遅延       

１

  
の評価

□ 進展な

日

し     

■ 維持


